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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 54,644 △13.3 △1,443 － △1,147 － △1,307 －

2021年３月期第２四半期 62,999 △33.3 57 △98.9 231 △95.8 △159 －

(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 △401百万円( －％) 2021年３月期第２四半期 △773百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 △18.41 －

2021年３月期第２四半期 △2.25 －
　

(注)当期に係る経営成績は「収益認識に関する会計基準」を適用しておりますが、前年同期の経営成績は従来の基準
であります。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 151,568 78,306 50.1

2021年３月期 159,295 79,889 48.5

(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 75,884百万円 2021年３月期 77,327百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 13.00 － 17.00 30.00

2022年３月期 － 15.00

2022年３月期(予想) － 15.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 124,000 △17.5 400 △91.0 1,700 △68.4 0 △100.0 0.00

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

連結業績予想につきましては、2021年10月21日公表の「2022年３月期業績予想の修正に関するお知らせ」から変更あ
りません。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 73,896,400株 2021年３月期 73,896,400株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 2,878,899株 2021年３月期 2,914,981株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 70,996,883株 2021年３月期２Ｑ 70,910,691株
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年９月30日）においては、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大に伴い、海外においては東南アジア等でのロックダウン、国内では緊急事態宣

言の発出等があり、先行きは不透明な状況が続きました。

　このような状況の中、世界的な半導体供給不足や東南アジア地域からの自動車部品調達の停滞に

よる生産影響等、事業環境の変化に注視しながら、中期経営計画の目標達成に向け努めてまいりま

した。具体的な取り組みとしましては、海外において米国アラバマ州の新工場稼働に向け準備を進

めてまいりました。一方、国内においてはテレワーク勤務を積極的に推進し、新型コロナウイルス

感染症の拡大防止やニューノーマルへの対応に努めてまいりました。また、前年11月に発生した国

内関係会社での火災からの復旧が本年７月に完了し生産活動を開始するとともに、減産対応として

コスト削減を推進し、経営基盤の安定化へ取り組んでまいりました。

当第２四半期連結累計期間の連結業績は、新型コロナウイルス感染症による減産が大きかった前

年より主要得意先の生産台数は増加しましたが、会計基準変更による影響等により、売上高は前年

同期と比べ8,355百万円（13.3％）減少の54,644百万円となりました。営業損益は、原価低減に努

めたものの米国新工場の操業準備費用の影響及び第２四半期連結会計期間の急激な台数変動に伴う

稼働ロス等により、1,443百万円の損失（前年同期は57百万円の営業利益）となりました。経常損

益は、1,147百万円の損失（前年同期は231百万円の経常利益）となりました。親会社株主に帰属す

る四半期純損益は、1,307百万円の損失（前年同期は159百万円の親会社株主に帰属する四半期純損

失）となりました。なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日）等が強制適用されたことを機に、得意先から支給を受けている部品を含む売上高について、売

上高から当該部品を除いたこと等により、従来の基準と比較して売上高は13,984百万円減少してお

ります。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

　日本では、新型コロナウイルス感染症による減産が大きかった前年より主要得意先の生産台数は

増加しましたが、会計基準変更の影響等により、売上高は前年同期と比べ4,488百万円（9.7％）減

少の41,545百万円となりました。セグメント損益（営業損益）は、原価低減活動による効果もあり

ましたが第２四半期連結会計期間の急激な台数変動に伴う稼働ロス及び開発費等の増加により、

950百万円の損失（前年同期は1,000百万円のセグメント損失）となりました。なお、得意先から支

給を受けている部品を含む売上高について、売上高から当該部品を除いたことにより、従来の基準

と比較して売上高は10,957百万円減少しております。

（中国・韓国）

　中国・韓国では、中国における金型売上の増加と邦貨換算影響等により、売上高は前年同期と比

べ640百万円（20.4％）増加の3,777百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、中国に

おける原価低減の効果と金型売上増加により、前年同期と比べ39百万円（43.1％）増加の132百万

円となりました。

（アセアン）

　アセアンでは、新型コロナウイルス感染症による減産が大きかった前年より主要得意先の生産台

数は増加しましたが、タイにおける金型売上の減少により、売上高は前年同期と比べ196百万円

（3.8％）減少の4,913百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、タイにおける原価低

減の効果等により、前年同期と比べ46百万円（33.6％）増加の185百万円となりました。
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（中米・北米）

　中米・北米では、メキシコにおける主要得意先の生産台数増加がありましたが金型売上の減少に

より、売上高は前年同期と比べ3,727百万円（34.2％）減少の7,164百万円となりました。セグメン

ト損益は、米国新工場の操業準備費用が増加したことにより、677百万円の損失（前年同期は565百

万円のセグメント利益）となりました。なお、得意先から支給を受けている部品を含む売上高につ

いて売上高から当該部品を除いたことにより大きく変動し、従来の基準と比較して売上高は3,144

百万円減少しております。

（２）財政状態に関する説明

（連結財政状態）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ7,726百万円（4.9％）減少し、151,568

百万円となりました。主な要因は、有形固定資産が増加した一方で、受取手形、売掛金及び契約資

産並びに現金及び預金が減少したことによるものであります。

負債は、前期末に比べ6,143百万円（7.7％）減少し、73,261百万円となりました。主な要因は、

長期借入金及び設備関係支払手形が増加した一方で、支払手形及び買掛金並びに未払金が減少した

ことによるものであります。

純資産は、前期末に比べ1,583百万円（2.0％）減少し、78,306百万円となりました。主な要因は、

為替換算調整勘定が増加した一方で、利益剰余金が減少したことによるものであります。

（連結キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前期末と

比較して7,724百万円（23.4％）減少し、25,242百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、808百万円の収入（前年同期は1,970百万円の収入）とな

りました。主な要因は、仕入債務の減少による支出7,134百万円及び税金等調整前四半期純損失

1,233百万円の計上があった一方で、売上債権の減少による収入9,991百万円があったことによるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、10,605百万円の支出（前年同期は11,539百万円の支出）

となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出9,118百万円があったことによるもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,503百万円の収入（前年同期は7,467百万円の収入）と

なりました。主な要因は、長期借入れによる収入4,523百万円があったことによるものでありま

す。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 39,842 33,014

受取手形及び売掛金 28,672 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 19,934

電子記録債権 3,087 2,703

商品及び製品 1,723 2,444

仕掛品 1,657 1,962

原材料及び貯蔵品 4,018 3,512

未収入金 75 137

その他 1,199 1,969

貸倒引当金 △19 △18

流動資産合計 80,257 65,662

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,104 28,258

機械装置及び運搬具（純額） 13,531 22,340

工具、器具及び備品（純額） 2,551 2,649

土地 12,381 12,385

リース資産（純額） 4,641 4,274

建設仮勘定 20,956 9,443

有形固定資産合計 73,167 79,351

無形固定資産 741 801

投資その他の資産

投資有価証券 2,411 2,685

長期貸付金 129 －

繰延税金資産 819 893

その他 1,900 2,176

貸倒引当金 △133 △3

投資その他の資産合計 5,128 5,752

固定資産合計 79,037 85,906

資産合計 159,295 151,568
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,823 17,951

短期借入金 1,694 1,413

1年内返済予定の長期借入金 2,272 2,303

リース債務 2,807 2,285

未払金 7,106 3,676

未払費用 580 679

未払法人税等 203 241

賞与引当金 2,157 1,643

製品保証引当金 390 376

環境対策引当金 507 254

災害損失引当金 15 －

設備関係支払手形 96 2,912

圧縮未決算特別勘定 997 －

その他 1,902 766

流動負債合計 45,557 34,503

固定負債

長期借入金 29,241 34,047

リース債務 1,431 1,596

退職給付に係る負債 2,663 2,664

役員退職慰労引当金 15 16

株式報酬引当金 6 7

資産除去債務 152 154

繰延税金負債 217 142

その他 119 129

固定負債合計 33,848 38,758

負債合計 79,405 73,261

純資産の部

株主資本

資本金 5,426 5,426

資本剰余金 10,721 10,693

利益剰余金 63,542 61,029

自己株式 △4,229 △4,177

株主資本合計 75,461 72,972

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △6 30

為替換算調整勘定 1,684 2,782

退職給付に係る調整累計額 188 99

その他の包括利益累計額合計 1,866 2,911

非支配株主持分 2,562 2,422

純資産合計 79,889 78,306

負債純資産合計 159,295 151,568

　



ダイキョーニシカワ株式会社(4246)
2022年３月期 第２四半期決算短信

6

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 62,999 54,644

売上原価 ※ 58,795 ※ 50,755

売上総利益 4,203 3,888

販売費及び一般管理費 ※ 4,146 ※ 5,331

営業利益又は営業損失（△） 57 △1,443

営業外収益

受取利息 62 47

受取配当金 14 0

持分法による投資利益 308 106

貸倒引当金戻入額 133 131

為替差益 － 69

その他 67 121

営業外収益合計 586 477

営業外費用

支払利息 291 175

為替差損 113 －

その他 6 6

営業外費用合計 412 181

経常利益又は経常損失（△） 231 △1,147

特別利益

固定資産売却益 33 0

受取保険金 371 －

雇用調整助成金 ※ 115 －

新株予約権戻入益 44 －

圧縮未決算特別勘定戻入額 － 997

特別利益合計 564 998

特別損失

固定資産除売却損 8 24

災害による損失 14 62

新型コロナウイルス感染症による損失 ※ 469 －

固定資産圧縮損 － 997

特別損失合計 491 1,084

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

304 △1,233

法人税等 417 328

四半期純損失（△） △113 △1,562

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

45 △255

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △159 △1,307
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純損失（△） △113 △1,562

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 21 37

為替換算調整勘定 △770 1,073

退職給付に係る調整額 109 △89

持分法適用会社に対する持分相当額 △20 140

その他の包括利益合計 △659 1,160

四半期包括利益 △773 △401

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △764 △261

非支配株主に係る四半期包括利益 △9 △139
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

304 △1,233

減価償却費 5,237 4,967

株式報酬費用 13 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △133 △131

賞与引当金の増減額（△は減少） △108 △518

株式報酬引当金の増減額（△は減少） 4 1

製品保証引当金の増減額（△は減少） △192 △14

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 44 △2

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 0

受取利息及び受取配当金 △76 △47

支払利息 291 175

持分法による投資損益（△は益） △308 △106

固定資産除売却損益（△は益） △24 23

受取保険金 △371 －

新株予約権戻入益 △44 －

固定資産圧縮損 － 997

圧縮未決算特別勘定戻入額 － △997

災害損失 14 62

売上債権の増減額（△は増加） 2,842 9,991

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,931 △397

仕入債務の増減額（△は減少） △5,728 △7,134

その他 △982 △3,373

小計 2,714 2,274

利息及び配当金の受取額 67 55

利息の支払額 △284 △169

災害損失の支払額 △58 △780

環境対策費用の支払額 △70 △292

保険金の受取額 371 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △768 △278

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,970 808

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △631 △864

長期預金の預入による支出 △533 △560

有形固定資産の取得による支出 △10,587 △9,118

有形固定資産の売却による収入 63 8

無形固定資産の取得による支出 △111 △125

長期貸付金の回収による収入 259 129

その他 0 △75

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,539 △10,605

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 206 △333

長期借入れによる収入 9,993 4,523

長期借入金の返済による支出 △1,676 △1,145

セール・アンド・リースバックによる収入 2,075 1,333

リース債務の返済による支出 △2,068 △1,668

自己株式の取得による支出 △0 －

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △1,062 △1,206
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財務活動によるキャッシュ・フロー 7,467 1,503

現金及び現金同等物に係る換算差額 △179 569

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,279 △7,724

現金及び現金同等物の期首残高 25,510 32,967

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,230 25,242
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理

性を欠く結果となる場合には、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に法定実効税率を

乗じた金額に、繰延税金資産の回収可能性を考慮しております。

（会計方針の変更）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支

配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認

識することとしております。これにより、顧客から部品の支給を受け、組立て等を行ったうえで

当該顧客に販売する有償受給取引において、従来は支給を受けた部品の仕入価格を含めた対価の

総額で収益を認識しておりましたが、部品の仕入価格を除いた対価の純額で収益を認識すること

としております。また、有償支給取引において、従来は有償支給した原材料等について消滅を認

識しておりましたが、有償支給した原材料等について連結貸借対照表で消滅を認識しないことと

いたしました。なお、当該取引において原材料等の譲渡に係る収益は認識しておりません。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場

合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から

新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、

第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を

認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、従来の基準と比較して日本においては

10,957百万円減少し、売上原価は10,957百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資

産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛

金及び契約資産」に含めて表示することとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める

経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりま

せん。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）

第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約か

ら生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及

び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用

することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（四半期連結損益計算書関係）

※ 新型コロナウイルス感染症に関する事項

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

　新型コロナウイルス感染症に対する政府・自治体からの休業要請に伴い発生した固定費等469

百万円を「新型コロナウイルス感染症による損失」として特別損失に計上しております。また、

休業を実施したことにより支給した休業手当等について雇用調整助成金の特例措置の適用を受け

た金額738百万円のうち、特別損失に対応した金額115百万円については特別利益に計上し、622

百万円については販売費及び一般管理費並びに当期製造費用から控除しております。

　当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、休業を実施したことにより支給した休業手当等につ

いて、雇用調整助成金の特例措置の適用を受けた金額39百万円を販売費及び一般管理費並びに当

期製造費用から控除しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 中国・韓国 アセアン 中米・北米

売上高

外部顧客への売上高 45,354 2,360 4,393 10,891 62,999

セグメント間の内部売上高
又は振替高

678 777 716 0 2,174

計 46,033 3,137 5,109 10,892 65,173

セグメント利益又は損失(△) △1,000 92 138 565 △204

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △204

セグメント間取引消去 261

四半期連結損益計算書の営業利益 57
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 中国・韓国 アセアン 中米・北米

売上高

製品売上 36,481 2,320 4,722 7,090 50,615

金型売上 3,060 502 90 72 3,725

その他売上 276 26 5 △5 302

顧客との契約から生じる収益 39,818 2,849 4,818 7,157 54,644

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 39,818 2,849 4,818 7,157 54,644

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,726 928 94 7 2,757

計 41,545 3,777 4,913 7,164 57,401

セグメント利益又は損失(△) △950 132 185 △677 △1,309

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △1,309

セグメント間取引消去 △133

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △1,443

３ 報告セグメントの変更等に関する事項

　（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適

用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を

同様に変更しております。

　


